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コストパフォーマンスに優れたプロラインのカーボンブーム

チームライダー大坪大輔 (J-117) に聞く

　スタンダードカーブをチョイスしてジャパンサーキット
はもちろんワールドカップにも積極的に参戦する大坪プロ

大坪大輔　J-117
2008年アマチュアスラローム
選手権での優勝機にプロとして
の活動を開始し、ジャパンサー
キットはもちろんワールドカッ
プにも積極的に参戦。チーム
WIMの一員としてRRD、プロ
ラインブーム・ジョイントのテ
スト・開発を行う。
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にプロラインブームの特徴を聞いた。
 「他のブームよりちょっとたわむ感じはありますが、レー
で使用してもまったく問題ありません。むしろ硬すぎるブ
ームはブローが入ったときの反応がダイレクトすぎるので、

それに比べると余裕が生まれるのでかえって乗りやすく感
じます。このフィーリングは一般のセイラーにも大きなメ
リットとなるはずです」

 ナローカーブをチョイスしたのは?

「はっきり言って好みです。ただレースではできるだけ大
きなセイルをチョイスするので、オーバーセイルを余儀な
くされます。そのときにフロントワイドだとマストが立ち
すぎて、自動的に引き込まれてしまう感覚があるので、不
意のブローでパワーを逃がしたいときなどにコントロール
が難しく、レースでは使いにくいですね。それからスタン
ダードカーブはフロントワイドに比べて、セイルのドラフ
ト位置を調節しやすいと思います」

 おすすめのポイントは?

「僕の使っているスタンダードカーブは、セイルの近くに
乗れるためコントロールしやすく、またグリップ径も細い
ので、女性ユーザーからも好評です。それに何より安い!」

Ⓒ JOHN CARTER / PWA

　圧倒的なコストパフォーマンスで支持されるプロライ
ンのカーボンブームは、従来から好評のワイドカーブに
加え、今期からスタンダードカーブが加わり、サイズに
より異なる2種類のブームカーブが採用された。
 
　フロントワイドカーブは、よりマストが立てやすくア
ンダーになっても走り続けたいセイラーにむいている。
マストが立つことによって、自然にセイルを引き込むこ
とができ、より効率的に風を受けることができるためア
ンダーコンディションにおいても艇速を維持しやすく
なるのだ。ウェイブではスモールサイズのセイルをチョ
イスして、ジャスト～アンダーコンディションでのセイ
リングが多いため、フロントワイドの方が走らせやすく、
さらにアクションにもメリットが多いため短めのブーム
には、フロントワイドカーブが採用されている。
 

　一方、レースではビッグサイズのセイルを使い、やや
オーバーコンディションでスピードを求めるため、フロ
ントワイドではコントロールがシビアになってしまうこ
とがある。特にオーバーコンディションにおいてマスト
が立ちすぎてしまい、引き込みも強まるため急なブロー
への対応が困難になるなどリスクを伴うのだ。このため、
長めのブームにはスタンダードカーブが採用された。
 
　いずれのタイプも、石井・本橋・鎌田・大坪といった
日本を代表するプロライダーたちによる実践からのフィ
ードバックを経て改良を重ね開発されている。このため、
低価格を維持しながら、ブームカーブはもちろん、日本
人の手にもっともなじむ径の採用や、アダプタなして
SDMとRDMに対応するブームジョー・インやダブルピ
ンロックシステムなど随所にこだわりと高い機能性を持
ったブームに仕上がっている。

 IMPRESSION

サイズによって変わる2つのブームカーブ

WIDE BODY CARBON BOOM
モデル サイズ グリップ径 重量 税込価格
WAVE 140-190 25 1.85 ¥48,300
SLALOM 160-220 26 1.95 ￥50,400

モデル サイズ グリップ径 重量 税込価格
RACE 180-240 26 ー ¥58,800

SUPER RACE 200-260 26 ー ¥59,850

STANDARD CARBON BOOM

ブームジョー・イン
両サイドからマストを挟み込むホールド力の高いブームジョー・
インを採用。アダプタなしでSDMはもちろんRDMにも対応する。

ダブルピンロック・システム
ブームエンドのロック機構はダブルピンロック・システムを採用。
剛性が高められている。インを採用。アダプタなしでSDMはも
ちろんRDMにも対応する。


